
 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

団塊の世代が 75 歳以上となる平成 37（2025）年を目途に地域包括ケアシステム構築が急がれ

ています。佐倉市の介護保険の要支援・要介護認定者は、今後も増加を続け、平成 37 年度には平成

24 年度の 1.5 倍となる見込みです。平成 37 年度の人口分布（推計）は、生産年齢人口 1.6 人で 1

人の方を支える構成が予想されます。このままでは今の介護給付と保険料のバランスが保てなくなり

ます。 

 そこで、平成 29 年 4 月から要支援者の訪問介護、通所介護を市町村が取り組む地域支援事業（新

しい総合事業によるサービス）に移行することになりました。専門的なサービスには、ふさわしい単

価で提供。掃除や洗濯などのサービスやごみ出しなどの多様な担い手による生活支援は単価も低く設

定し、費用の効率化も考慮します。そのサービス提供は、住民主体、ＮＰＯ、民間企業など多様な主

体が考えられます。また、高齢者にも生活支援者としての社会参加をうながします。 

このシステム構築に向けては、市町村を核とした支援体制の充実と強化が必要です。佐倉市では、

今年度の 4 月から生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の配置により、住民ニーズの収

集とボランティアなど、生活支援の担い手の養成・発掘など地域資源の開発やそのネットワークを作

っていきます。 

重度な要介護状態になっても住み慣れた地域で暮らし、自分らしい暮らしを人生の最後まで続ける

ことができるように、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制（地域包括ケ

アシステム）の構築を実現していきます。 

新たな制度については、市の裁量で行う点が多々あり、 

これから決定する事項が多くあります。今後、広報誌や 

ホームページなどを活用し周知いたしますので、ご確認 

ください。 

 昨年に引き続き今年度も「笑顔を届けよう」をテーマに活動を行います。ボランティアフォローアップ講座として、

9 月に活動見本市、10 月に個人ボランティアのつどいを開催します。新たな会員増となるよう広く呼びかけていき

ます。ボランティア連絡協議会は、会員皆さまの学び・交流・情報交換の場であり、地域で活動している方々をつな

げる役割も求められています。また、会員の皆さまの活動がより発展・充実できるよう V 連機能をご活用ください。 

第１回運営委員会(総会)報告 

 

 

４月 24 日 (日）西部地域福祉センター  出席者：43名 

２部 地域包括ケアシステムって何だろう？ 
 

 

熊本地震義援金募金 

総額 5,816円。ご協力あ

りがとうございました。 

テーマは、『地域包括ケアシステムって何だろう？要支援者の訪問介護と通

所介護はどう変わる？』～今後の佐倉市の取り組みについて～で、講師は、

佐倉市福祉部高齢者福祉課包括ケア推進班の里吉奏子さんです。 

１部 協議事項 

・平成 27 年度活動報告・決算報告・会計監査報告 

・平成 28 年度活動計画・予算 

・使用済み切手収集の会会計報告 

※すべて承認されました。 

【発  行 】  
佐 倉 市 ボランティア連 絡 協 議 会        
【連 絡 先 】  
佐 倉 市 ボランティアセンター内   
℡ :０４３－４８４－６１９８  
h t t p : / /w w w . s a k u r a v r e n . c o m /  
E -m a i l  i n f o @ s a k u r a v r e n . c o m  
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日 時：９月 10 日(土) 

午後 1 時 30 分～  

場 所：西部地域福祉センター  

内 容：1 部：４月～８月のＶ連活動報告  

２部：ボランティア活動見本市 

(プレゼンして仲間を増そう！) 

    ※各団体の活動ＰＲをお願いします。 

 

イベントの PR や会員募集など、ご利用ください。 

HP にもご希望によりアップいたします。 
 
 
 

バス研修会のお知らせ 

日 時： 7 月 1 日（金） 

行き先：大里綜合管理株式会社（大網白里市） 

「地域が必要とすることを、ボランティアと 

仕事で地域を結ぶ」不思議な不動産会社 

（TV[カンブリア宮殿]で紹介） 

    酒蔵「寒菊銘醸」見学 

目 的：企業のアイディア満載な 

地域活性化活動を学ぶ 

参加費：1,700 円（食事代、資料代） 

締切り：６月２０日(月) 

申し込み：ボランティアセンター484－6198 
 

♬昼下がりの 
  ほっとカフェ^🎶 

主 催：草ぶえ＆リーフル「ハッピー◦はっぱ」  

日 時：７月 18 日(月・祝) 

午後 1 時～4 時（受付 12 時 30分より） 

場 所：志津コミュニティセンター大２階会議室 

入場料：100 円   

問合せ：ボランティアセンター484－6198 

イオンでは、毎月 11 日に幸せの黄色い(イエロー)レシートキャンペーンを実施しています。

買い物金額の１％が、ボランティア団体の活動の支援に提供されます。レジ近くに登録団体のボ

ックスがあり、「佐倉市ボランティア連絡協議会」も登録しています。 

平成 27年度は、11,100円のお買い物券をいただき、コピー用紙や文具を購入しました。 

ご協力ありがとうございました。 

平成 28 年度「つどい」実行委員紹介 

こぶしリーダースクラブ 

手話サークル「希望」 

花と緑の街づくり２２ 

ほっとくらぶ 

伊藤千津子（個人ボランティア） 

牛玖昌弘（個人ボランティア） 

第 35 回ボランティアのつどい 

平成 29 年２月 11 日(土・祝)和田ふるさと館にて開催！ 

 

平成 28 年度「はらっぱ」編集委員紹介 

アパコミごましお会 

ガールスカウト千葉第 84 団 

手をつなぐ・さくら 

稲村多恵子（個人ボランティア） 

※平成２９年２月頃発行予定です！ 

（敬称略） 

 

★第 2 回運営委員会のお知らせ 

日 時：10月頃予定 ※詳細は検討中 

★個人ボランティアのつどい 

～今後の予定～ 

（敬称略） 

 

傾聴ボランティア養成講座
受講生募集中！ 

主 催：心のふれあいボランティア「ひびき」 

日 時：9 月７日(水)～10 月５日(水) 

毎週水曜日 全 5 回 午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

場 所：西部地域福祉センター他  

講 師：藤田妙子(産業カウンセラー) 

受講料：3,000 円   

募集人員：25 名 

募集期間：7 月４日(月)～20 日(水) 

申し込み：443-1517 平野 

 

Ｖ連役員募集！ 
Ⅴ連は会員の参加によって成り立

っています。特に団体会員の役員と

しての協力をお願いします。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiQr86vgNTMAhWBUZQKHcO8DHcQjRwIBw&url=http://www.saj-vc.net/topics/post_306.html&bvm=bv.121658157,d.dGY&psig=AFQjCNGtOlWKmGZAFs8tvx9jKvv05MWS4Q&ust=1463124119608179

